


キャタラーの約束 Promise of Cataler

世界中の空気をきれいにする。
排ガス規制をクリアしてみせる。

 Clear the Air,
Clear the Hurdles







GPF触媒
www.cataler.co.jp/aee2016/gpf/URL QRコード

CATALERホームページ 
検索ボックスに入力してください。

GPF (4way）触媒
GPF（ガソリン・パティキュレート・フィルタ）

Gasoline Particulate Filter

自動車排出ガス規制とは、自動車やバイクなどの内燃機関から排出される、一
酸化炭素（CO）・窒素酸化物（NOx）・炭化水素類・黒煙等の大気汚染物質の
上限を定めたものです。
直噴ガソリン車においては、PN（Par t i cu l a t e  Numbe r /排気微粒子の粒子
数）の規制値が、2017年以降さらに強化されます。
当社では、欧州EURO6のPN 規制値に対し、PN捕集機能を有するフィルター
基材（GPF＝ガソリン・パティキュレート・フィルター）に、3way触媒の浄化機
能を付与した、4way触媒（GPF触媒）の量産技術を確立しました。

PM（排気微粒子）捕集機能を有するフィルター基
材（GPF）に、3way触媒浄化機能を付与した“GPF
触媒” （4way触媒）の量産技術を確立しました。

①CC ＋ UF/C ＋ GPF触媒無し（3WC ＋ 3WC ＋ GPF）

①CC_GPF触媒付 ＋ UF/C
  （4WC ＋ 3WC）

②CC ＋ UF/C_GPF触媒付
  （3WC ＋ 4WC）

4way触媒のイメージ

+
３元（3way）触媒
Three way Catalyst 

UF/C (アンダーフロアー)

CC (クローズドカップル)

直噴ガソリン車向け 後処理装置の進化の方向性

GPF
（PN捕集機能を有するフィルター）

当社技術
3way触媒を
塗布

3WC

3WC

GPF

欧州のPN規制値動向
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＜6x1012個/km
＜6x1011個/km2014年9月

スタート
2017年9月スタート
※第２フェーズ施行('23迄予定)

EURO 6

3way触媒を搭載したシステム

4way (GPF+3way)触媒を搭載したシステム

PN規制は、PMの質量規制と違い、細かいPMの排出
個数を抑えなければなりません。そこで期待されるの
がGPFです。但し、GPFを単純に追加すると、搭載ス
ペースやコストがその分だけ増えてしまいます。そこ
で、当社が開発を進めているのが「４ｗａｙ触媒」です。
ガソリン乗用車において、基材を２つ使う事が多い
“3wa y触媒”のうち、エンジン直下、もしくは床下の
片方と置き換えて利用可能な“GP F ”  と “ 3w a y触
媒”の機能を一体化させた 「4wa y触媒」 を提供す
る事で、搭載スペースやコストの増加を抑制します。 
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（3way Catalyst）
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（4way Catalyst）

GPF
（触媒無し、フィルターのみ）

GPFと3way触媒機能を一体化







CeO2 -Z rO2固溶体（CZ）は、自動車用3way (三元）触媒において、変動する
排気の雰囲気を調整します。浄化活性においては、特に窒素酸化物（NOx）の
還元活性を保持する機能、酸素貯蔵能（OSC）を持っています。
近年、厳しさを増す“排ガス規制”への対応のため、NOxの排出を低減する技術
が求められおり、当社では、排出ガス中の、酸素濃度変動域での「NOx排出挙
動」に着目し、従来材料より“酸素濃度変動時の活性領域を拡大する”ことを目
指し、酸素濃度変動時の活性領域を拡大した材料「新酸素吸蔵材料」(＝
pCP）の開発に成功しました。
pCPは、従来材料に比べ“酸素吸蔵特性”が「遅い」ことに加えて「大容量」のた
め、従来材料に比べて開発材料の方が、触媒として欲しい“酸素吸蔵特性”によ
り近づけることができます。したがって、酸素濃度変動域での「NOx」の排出を
大幅に抑制することも可能となりました。

Ce ,Z rがランダムに配列した
結晶構造

新酸素吸蔵材料の効果
酸素濃度変動時の活性領域を拡大した材料新酸素吸蔵材料

従来材料とは “酸素吸蔵特性” が異なる「新酸素
吸蔵材料」の開発に成功。
本材料は従来材料に比べ、酸素の吸蔵速度が“遅
い” ことに加え、高容量の吸蔵特性があります。
2015年3月、「pCP」は日本化学会 化学技術賞
を受賞しました。

New Oxygen Storage Material

pCP persistent
Ceria-Zirconia
Pyrochlore type solid solution

材料の構造 吸蔵能力

品
発
開

品
来
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Ce・Zrが規則的に配列した
結晶構造

酸素吸蔵能力が大きく遅いため、貴金属は
金属状態を維持し、ＮＯｘ浄化しやすい

ランダムな構造のため、
表面酸素のみ反応

規則的な構造のため、
結晶子内部の酸素も
反応できる

酸素吸蔵能力が小さいため、過剰な酸素
により貴金属は酸化状態となり、ＮＯｘ浄
化し難い

ホタル石構造

パイロクロア構造

新酸素吸蔵材料
www.cataler.co.jp/aee2016/pcp/URL QRコード

CATALERホームページ 
検索ボックスに入力してください。
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2015
日本化学会
化学技術賞

2016
日本セラミックス協会賞
技術賞

写真はイメージです。
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資本金
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1967年 5月 8日

5億 5,120万円

1,917 名（連結）  948 名（単独）

2,082億円（連結）  1,256億円（単独）
2016.3

1,735
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1,648
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2,009
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連結売上高推移億円
（￥100million）
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南アフリカ共和国
〈 ダーバン 〉

インド
〈 カルナタカ州〉

タ イ
〈 ラヨーン県 〉

中 国
〈 江蘇省 無錫市 〉

日 本
〈 静岡県掛川市 〉

インドネシア
〈 ブカシ県 〉

アメリカ合衆国
〈 ノースカロライナ州 〉

四輪触媒生産

二輪触媒生産

二輪・四輪触媒生産

会社データ

問い合わせ一覧

自動車触媒 k-eto@cataler.co.jp 0537-72-6036（第1営業部 江藤 和彦）

0537-72-7349（第2営業部 伊藤 一徳）

03-5820-1990（第3営業部 小貝 昇平）

k-ito@cataler.co.jp

ogai@cataler.co.jp

pr-div@cataler.co.jp 0537-72-5848（経営企画部 西倉 圭一）

二輪車・汎用エンジン用触媒

環境ケミカル製品

メディア関係

http://www.cataler.co.jp/inquiry/

ホームページ内、
お問い合わせフォームより
お問い合わせください。

0537-72-3131
受付時間 8：00～17：00（土日除く）

Web

キャタラーについて

お電話 日本語版 English

資料ダウンロード （PDF）

日本語版

会社案内 CSRレポート
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